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事業所名

代表者氏名 代表取締役社長　　　

本社　営業所 所在地他

本   社 〒417-0843 静岡県富士市田中新田275番地の12

 TEL:0545-33-0760   FAX:0545-32-1148

 E-mail:soumu@nakamuragumifuji.co.jp

 URL:https://www.nakamuragumi-fuji.com

山梨営業所 〒419-2102　山梨県南巨摩郡南部町福士字平2700-203

管理責任者及び担当者

環境管理責任者 執行役員安全環境対策部長

担当者（事務局） 取締役総務部長

営業部次長

資材部

会社創立 1917年（大正6年）5月15日

会社設立 1949年（昭和24年）9月26日

事業内容

土木工事・建築工事・とび土工工事・舗装工事一式の設計・施工・管理

不動産売買・管理

許可・登録番号

建設業許可 許可番号：国土交通大臣 許可（特－2）　第4673号　

許可の有効期間：2020年7月29日～2025年7月29日

建築工事業 とび・土工工事業

鋼構造物工事業 ほ装工事業

解体工事業

一級建築士事務所　　 静岡県知事登録（15） 第501号

宅地建物取引業     　 静岡県知事登録（14） 第2490号

産業廃棄物収集運搬業 静岡県知事許可　第2201001345号

※産業廃棄物収集運搬の許可は取得しているが、自社運搬のみで他社の廃棄物は運搬していません。

事業規模

◆対象範囲 ◆事業活動

　◇本社等 　◇オフィス活動等（施設管理業務を含む）

（本社・営業所・資材倉庫等） 　◇計画・設計に係る活動

　◇その他の活動(地域貢献活動等）

　◇建設現場等 　◇施工～改修～解体工事に係る活動

（建設現場・現場事務所等）

◆

佐 藤 敏 之◇

倉 庫 床 面 積

従 業 員

1,378.51㎡【うち 山梨営業所 114.04㎡】事 務 所 床 面 積

事務所敷地面積

水道施設工事業

藤 野 伸 二

◇

◇

井 澤 省 史

売 上 高

活動規模

◇

石工事業

◇

中 村 真 也

河 西 由 美

◇

◆

◇

◇

資 材 置 場 面 積

◆

1.　組織概要

株式会社　中 村 組

◇

土木工事業

◆

◆

2.　対象範囲及び事業活動

◆

◆

54名

404.56㎡

3,559.23㎡

5,046.55㎡【うち 山梨営業所 181.58㎡】

◆

◆

しゅんせつ工事業 内装仕上工事業

◇

4,237百万円

77　期

2022.10.1～2023.9.30
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環境負荷の低減を図るため、６R（※１）活動を推進します

環境に関する法規等を遵守致します

環境経営目標を定め、定期的に見直し、継続的な維持、改善に努めます

全社員に環境方針を周知し、環境への意識向上を図り、全員参加で取り組みます

環境経営活動レポートを環境コミュニケーションの積極的な実施を進めるため、

社内外に公表します

※１　６R活動

リデュース / リユーズ / リサイクル / レンタル / リファイン / ライト・ディスポーザル

◆ 全従業員より「環境標語」を募集し環境に対する意識付けを行いました。

金賞 「一人一人が意識する　小さな取組み　大きな成果」

2020年10月 1日制定

5.

一つと位置付け、先祖より受け継いだ『美しき自然』を次世代に残す為、全社一体

となり次の取組を実施します。

3.　環境経営方針

企 業 理 念

『　会社一体となり、技術の向上と合理化を図り、

　　　　　　　　企業の発展を通じ社会に貢献する　』

環境経営方針

株 式 会 社 中 村 組

2021年10月 1日改訂

1.

株式会社 中村組は、建設業として事業活動を行うにあたり、地域及び次世代への

環境に及ぼす影響を常に考え、地域環境保全及び地球環境保全を最重要課題の

井 澤 省 史代表取締役社長

2.

4.

3.
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佐 藤 敏 之 【総務部】

中 村 真 也 【営業部】

河 西 由 美 【資材部】

担　　　当 役　割　・　責　任　・　権　限

　経営責任者

資材部

経 営 責 任 者

建築部

【代表取締役】
社長　井澤省史

　・環境経営に関する責任者

4.　実施体制

総務部

経理部

安全環境対策部

営業部

山梨営業所

土木部

営業本部

工事本部

管理本部

　　　　　代表取締役　社長 　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

　・環境管理責任者の任命

　環境管理責任者

　　　　安全環境対策部長

　・環境方針の作成と社員への周知

　・組織状況を評価し全般的な見直しの実施と指示

　・環境経営システム全般的な構築、運用、維持に関する推進

　・環境目標及び計画の作成

　・経営における課題とチャンスの明確化

　エコアクション21事務局

　・評価結果の報告と環境活動レポートの確認

　・全社員に対する教育

　・各部門データの取りまとめ

　・活動計画の予定、実績管理

　全従業員 　・環境方針の確認、理解

　　　　　各部門長 　・問題点の把握と是正の実施

　・推進会議の出席

　・環境レポート（案）の作成

　・環境関連法規の収集及びチェック

環境管理責任者

　・環境活動計画の実施

　・従業員教育

　・環境経営推進会議の実施

　・文章、記録の管理

　部門責任者 　・各部門における環境マネジメントの実施

ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局

藤野伸二

【 】
執行役員

安全環境対策部長
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【事業所における環境経営目標】

二酸化炭素排出量

（本社・山梨営業所）

社員の「やる気」が出る

職場環境の推進

【建設現場における環境経営目標】

二酸化炭素排出量

（建設現場） 原単位

原単位

原単位

原単位

産業廃棄物排出量

（最終・中間・リサイクル）

環境を配慮した取組

（工法・提案）

社員の「やる気」が出る

職場環境の推進

第７4期（2019.10.01～2020.09.30）を基準年度とする。

化学物質について、当社が直接管理する化学物資の使用がある場合は利用の削減と保管状況の確認を行う。

3.

-6％
45,570

― 3件以上

当年及び中期目標

当年及び中期目標

1.

2.

件

工事表彰　2回

46,055

3件以上

回 ―
人間ドック　１回 人間ドック　１回

10.33 9.81

4.

二酸化炭素排出係数　事業所（東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ0.468kg-CO2/KWｈ）建設現場（東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄ0.462kg-CO2/KWｈ）を
用いて計算する

ｔ 9,052.5
基準値-5％ 基準値-6％

8,599.9 8,509.4

建設現場については受注した工事内容（件数・規模・種類）により数値が大きく左右され数値統制ができないため、原単位を目標数値に
設定する。

工事表彰　2回

-5％
48,525

L
51,079

-4％

9.71

-6％
48,014

10.89 10.35 10.24

建設現場については二酸化炭素排出量原単位＝kg-CO2/売上高（百万円）・電力原単位＝ｋＷｈ/売上高（百万円）・ガソリン原単位＝Ｌ/売上
高（百万円）・軽油原単位＝Ｌ/売上高（百万円）を用いて計算する。

燃料使用量（軽油） L
48,479

-5％

工事表彰　2回

9.92

基準値-4％

8,690.4

-5％
74,855

-6％
74,067

16.80 15.96 15.79

59.69 56.71 56.11

内訳

電力使用量 kWh
78,795

燃料使用量（ガソリン）

-4％
268,785

第80期

自2019.10.01
至2020.09.30

自2024.10.01
至2025.09.30

自2025.10.01
至2026.09.30

kg-CO2
279,984

-5％
265,985

-6％
263,185

項目 単位

基準値

第74期 第79期

回 ―
人間ドック　１回 人間ドック　１回

工事表彰　2回 工事表彰　2回

コピー用紙使用量 ｔ 1.799
基準値-5％ 基準値-6％

1.709 1.691

0.617 0.610

上水道使用量 ㎥ 1,339
基準値-5％ 基準値-6％

1,272 1,259

16,990
基準値-5％ 基準値-6％

16,141 15,971

一般廃棄物排出量（事務所） ｔ 0.649
基準値-5％ 基準値-6％

内訳

電力使用量 kWh 83,210
基準値-5％ 基準値-6％

79,050 78,217

燃料使用量（ガソリン） L

kg-CO2 73,810
基準値-5％ 基準値-6％

70,120 69,381

第79期 第80期

自2019.10.01
至2020.09.30

5.　環境経営目標（中期目標）

項目 単位

基準値

第74期

自2024.10.01
至2025.09.30

自2025.10.01
至2026.09.30

第78期

自2023.10.01
至2024.09.30

基準値-4％

70,858

基準値-4％

79,882

基準値-4％

16,310

基準値-4％

0.623

基準値-4％

1,285

基準値-4％

1.727

人間ドック　１回

工事表彰　2回

第78期

自2023.10.01
至2024.09.30

57.30

-4％
75,643

16.13

3件以上

人間ドック　１回

49,036

10.45

-4％
46,540
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【事業所における環境経営目標】

二酸化炭素排出量

（本社・山梨営業所）

※一般廃棄物排出量については第72期の排出量を基準値とする。

【建設現場における環境経営目標】

二酸化炭素排出量

（建設現場） 原単位

原単位

原単位

原単位

産業廃棄物排出量

（最終・中間・リサイクル）

環境を配慮した取組

（工法・提案）

１.

😢
10.89

建設現場については二酸化炭素排出量原単位＝kg-CO2/売上高（百万円）・電力原単位＝ｋＷｈ/売上高（百万円）・ガソリン原単位＝Ｌ/売上高
（百万円）・軽油原単位＝Ｌ/売上高（百万円）を用いて計算する。

48,479

建設現場については受注した工事内容（件数・規模・種類）により数値が大きく左右され数値統制ができないため、
原単位を目標数値に設定する。

件 ― ３件以上 ７現場で実施

16,990
％

一般廃棄物排出量（事務所） ｔ 0.649

6.　環境経営目標の達成状況

評価

（自2022.10.01　至2023.09.30）項    目 単位

第74期

目標値

自2019.10.01
至2020.09.30

基準値 実績値

kg-CO2 73,810
71,596

電力使用量

基準値-3％ ％105.5目標値対比

kWh 83,210

75,530

％94.3

47,025

😢

第７７期

😊

10.56

目標値対比

0.630

目標値対比

😊

水道使用量 ㎥ 1,339

燃料使用量（ガソリン） L

燃料使用量（軽油）

16.80
kWh

基準値

自2019.10.01
至2020.09.30

L

燃料使用量（ガソリン）

第74期

項    目

電力使用量
78,795

59.69
kg-CO2

21,794 5.14

1.806

基準値-3％

16.30

57.90

％

49,547

101.7

13.74

コピー用紙使用量

ｔ

L

10.33

271,584

76,431

8,780.9

51,079

10.02

基準値-3％

ｔ 1.799

実績値

目標値対比

1.745

第７７期

単位

249,546

279,984

％

17,209

0.731

％

基準値-3％

16,480

基準値-3％

基準値-3％

76,075

目標値対比

目標値

1,299

％

1,835

80,714

104.4

116.0

141.3

目標値対比

目標値対比

基準値-3％

基準値-3％

基準値-3％

（自2022.10.01　至2023.09.30）

9,052.5

％

182.5
😢

％

目標値対比

8,086.0

29.75

58.90

目標値対比

92.1

目標値対比

％

😢

😢

😢

😢

😢

目標値対比

103.5

51.3

58,220

😊

評価

😊

基準値-3％ 130.1

基準値-3％ ％

126,071
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7.　環境経営計画

◆ 二酸化炭素排出量の削減

◇安全運転・エコドライブの徹底（全車両）

1. ムダなアイドリングの禁止

（10分間のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞで130㏄程度の燃料消費）

2. 車間距離にゆとりをもってムダな加速・減速の禁止

（車間距離が短くなると無駄な加速・減速が増え市街地2％・郊外6％の燃費悪化）

3. 不要な荷物は降ろそう

（例えば100㎏の荷物を載せて走ると3％程度の燃費悪化）

4. タイヤの空気圧チェックの実施

（空気不足により市街地2％・郊外4％程度の燃費悪化）

◇電気使用量の削減の徹底

1. エアコンの上手な使用の徹底　（夏 26～28℃　冬 20～23℃）

（冷房の設定温度１℃上げると10％・暖房の設定温度2℃下げると7％の節電）

2. 人のいないエリアの照明消灯の徹底

◇クールビズ・ウォームビズの推奨

（環境省推奨時期：クールビズ5/1～9/30・ウォームビズ11/1～3/31）

◇省エネ車の導入検討及びリース、レンタル車の利用

◆ 廃棄物排出量の削減

◇建設現場の産業廃棄物排出量の削減の推進

◇一般可燃ゴミの排出量の把握

◇不要裏紙の再使用の徹底

◇段ボール・シュッレーダー裁断紙等のリサイクルの推進

◇カン・ビン・ペットボトル・金属の分別によるリサイクルの推進

◇コピー機・プリンターのトナーカートリッジ回収とリサイクルの推進

◆ 水使用量の削減

◇ポップを使った節水の呼びかけ

◇給水管等の漏水の点検

◆ 化学物質使用量の削減

◇使用がある場合、利用の削減と保管状況の確認

◆ 環境配慮した取組

◇エコ商品の積極的な活用

◇環境に配慮した工法の選択と工事の推進

◆ 社員の「やる気」が出る職場環境の推進

◇社員の健康配慮「人間ドック」の実施

◇担当した工事が全て対象「工事表彰」の実施

工事本部

工事本部・管理本部

管理本部

SDGsの取組 取組内容 担当者

工事本部・管理本部

工事本部・管理本部

管理本部
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8.　環境経営計画の取組結果と評価及び次年度取組内容

◆二酸化炭素排出量の削減

◆廃棄物排出量の削減

◆水使用量の削減

◆化学物質使用量の削減

◆環境配慮した取組

次年度の取組内容（Ａｃｔｉｏｎ）
予防ポイント

◇安全運転・エコドライブの徹底（全車両）
経営会議（役員・部長）において月次報
告を行う。月例会等で全社員にエコドラ
イブについて周知徹底する。

◇カン・ビン・ペットボトル・金属の分別によ
るリサイクルの推進

◇コピー機・プリンターのトナーカートリッジ
回収とリサイクルの推進

評価（Ｃｈｅｃｋ）
是正ポイント

◇電気使用量の削減の徹底

◇クールビズ・ウォームビズの推奨

◇省エネ車の導入検討及びリース・レンタ
ル車の利用

◇使用がある場合、利用の削減と保管状
況の確認

◇環境に配慮した工法の選択と工事の推
進

活動計画の内容（Ｐｌａｎ/Ｄｏ）

◇ポップを使った節水の呼びかけ

◇一般可燃ゴミの排出量の把握

◇不要裏紙の再使用の徹底

◇段ボール・シュッレーダー裁断紙等のリ
サイクルの推進

😢

😊

😊

😊

😢

😊

😢

😊
◇建設現場の産業廃棄物排出量の削減の
推進

😊

新型コロナウイルス感染防止対策により
空調のロス等はあると思われるが、夜
間・休日の待機電力削減や使用してい
ない部屋の空調・照明を停止を再度周
知徹底する。

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ(5/1～9/30)・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ（11/1
～3/31）を事前より周知徹底を行う。

社有車についてはハイブリット車やエコ
車両へ移行する。現場連絡車両につい
ては、必要に応じてレンタルにする。

広報で月次を報告を継続し一般可燃ゴ
ミの排出量を見える化を実施し更なる減
量に努める。

既に習慣付いてきたが、今後も継続的
な活動を実施する。

ZEB・ZEH等の積極的な提案。現場に
即応した環境配慮に関する提案を推進
する。

継続した分別を徹底しリサイクルを推進
する。

目標項目1～4を周知徹底したが、遠方
の顧客や建設現場が増えガソリン使用
量は増加した。しかしながら、建設現場
での軽油の使用量は目標を達成するこ
とができた。二酸化炭素排出量は事業
所で達成できなかった。

新型コロナウイルス感染防止対策により
空調機を使用しながら換気を行ってい
るため効率が悪いが、デマンドでの管理
でピーク使用のチェックはできた。しか
し、建設現場においての電力使用量が
増加してしまった。

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ(5/1～9/30)・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ（11/1
～3/31）を事前より周知徹底し実現でき
た。

現場連絡に利用する車両については、
必要に応じてレンタルした。

該当なし

コピー機の横に損紙回収箱を設置し再
利用の周知徹底したがコピー用紙の使
用量が増加してしまった。

継続したリサイクル活動を推進する。

機器入替時にはコストパフォーマンスを
念頭に入れ検討する。

検針データをチェックし、少しでも変化
が見られた場合は漏水を疑い調査す
る。

社内で使用する書類については不要裏
紙の使用を再度徹底する。

建設現場で発生した廃棄物排出量を広
報で報告し、本年の目標値を報告した。
排出量は昨年よりも増加してしまった。

😊

😊

分別は徹底されておりリサイクルは推進
された。

会社の指定された場所に集積し、指定
古紙回収業者を利用してリサイクルへの
取組ができた。

😊

😊

毎週木曜日の回収前に重量を測定し、
毎月広報で報告したが前年よりも増加し
てしまった。

◇給水管等の漏水の点検

―

広報にて産業廃棄物発生量の目標値
を周知し、各現場で建設廃棄物処理計
画書の作成を徹底し分別収集をするな
どして減量化に努める。

環境配慮型重機の使用の徹底や現場
に即応した工法や工具の選定の実施、
高分子天然ガス圧接工法を7件の現場
で実施した。

トナーカートリッジの回収とリサイクルは
確実に実施できた。

ポップ表示と月例会で全社員に周知徹
底を行った。

社内トイレの改修を実施した。
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9.　環境経営目標の実績（７４期基準）

◆事業所（本社・山梨営業所）

第74期 第76期 第77期

実績値 83,210 76,559 76,075

目標値 84,476 81,546 80,714

70,000
72,000
74,000
76,000
78,000
80,000
82,000
84,000
86,000

電力使用量（ｋWh）

第74期 第76期 第77期

実績値 16,990 17,017 17,209

目標値 17,693 16,650 16,480

15,500

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

ガソリン使用量（L）

第74期 第76期 第77期

実績値 73,810 75,309 75,530

目標値 76,389 72,334 71,596

69,000

70,000

71,000

72,000

73,000

74,000

75,000

76,000

77,000
二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

第74期 第76期 第77期

実績値 1,339 1,115 1,835

目標値 1,545 1,312 1,299

0

500

1,000

1,500

2,000

水道使用量（㎥）

第74期 第76期 第77期

実績値 0.649 0.669 0.731

目標値 0.769 0.636 0.630

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

一般廃棄物（ｔ）

第74期 第76期 第77期

実績値 1.799 2.004 1.806

目標値 1.626 1.763 1.745

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2.500

コピー用紙使用料（ｔ）

-8-



◆建設現場

※75期より74期の実績値を基準値に変更

第74期 第76期 第77期

実績値 59.24 56.09 58.90

目標値 53.10 58.50 57.90

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

第74期 第76期 第77期

実績値 14.07 24.23 29.75

目標値 24.20 16.46 16.30

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

電力使用量（ｋWh)

第74期 第76期 第77期

実績値 14.00 12.36 13.74

目標値 11.60 10.67 10.56

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00
10.00
12.00
14.00
16.00

ガソリン使用量（L)

第74期 第76期 第77期

実績値 6.28 6.29 5.14

目標値 5.30 10.12 10.02

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

軽油使用量（L）

第74期 第76期 第77期

実績値 7,207.5 9,742.7 8,086.0

目標値 10,161.6 8,871.5 8,780.9

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

10,000.0

12,000.0

産業廃棄物（ｔ）
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10.　環境経営目標の過去実績（７１期～７４期）

◆事業所（本社・山梨営業所）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 89,883 83,609 83,210 73,980

目標値 86,218 85,347 84,476 82,378

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

電力使用量（ｋWh）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 16,591 16,517 16,990 18,254

目標値 18,058 17,876 17,693 16,820

15,500

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

18,500

ガソリン使用量（L）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 76,090 73,296 73,810 76,972

目標値 77,964 77,177 76,389 73,072

70,000
71,000
72,000
73,000
74,000
75,000
76,000
77,000
78,000
79,000

二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 1,843 1,497 1,339 431

目標値 1,577 1,561 1,545 1,326

0

500

1,000

1,500

2,000

水道使用量（㎥）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 0.785 0.522 0.649 0.639

目標値 0.785 0.777 0.769 0.643

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

一般廃棄物（ｔ）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 1.788 1.451 1.799 2.053

目標値 1.659 1.642 1.626 1.781

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2.500

コピー用紙使用料（ｔ）
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◆建設現場

二酸化炭素排出量原単位＝総kg-CO2/売上高（千円） 電力原単位＝総ｋＷｈ/売上高（千円）

ガソリン原単位＝総使用量Ｌ/売上高（千円） 軽油原単位＝総使用量Ｌ/売上高（千円）

※ ※

※ ※

※建設現場については受注した工事内容（件数・規模・種類）により数値が大きく左右され数値統制ができないため、産業
廃物以外は原単位を実績数値、目標数値とする。

74期は土工事等で重機の使用量が増加したため目標値を大幅に
超えてしまった。

軽油の使用量増加に伴い二酸化炭素排出量も目標値を超えてし
まった。

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 67.90 59.20 59.60 61.99

目標値 53.60 53.10 52.50 59.00

0.00
10.00
20.00
30.00
40.00
50.00
60.00
70.00
80.00

二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績 22.10 14.10 16.80 21.06

目標 24.40 24.20 23.90 16.63

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

電力使用量（ｋWh)

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 13.10 14.00 10.90 14.06

目標値 11.70 11.60 11.50 10.78

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00
10.00
12.00
14.00
16.00

ガソリン使用量（L)

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 10.10 6.20 10.30 7.61

目標値 5.30 5.30 5.20 10.23

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

軽油使用量（L）

第72期 第73期 第74期 第75期

実績値 6,238.4 7,207.5 9,052.5 7,279.0

目標値 10,264.2 10,161.6 10,057.6 8,961.9

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

10,000.0

12,000.0

産業廃棄物（ｔ）
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11.　環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果

1.環境関連法規の遵守状況 （2022.10.01～2023.09.30）

環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 （確認日：2023年9月30日　確認者：佐藤敏之）

2.違反、訴訟等の有無

関係機関からの指摘、利害関係者からの提訴はありません。

第12条第9項
及び10項

多量排出事業者報告
産業廃棄物処理計画書及び産業廃棄物処理計
画実施状況書を3月末までの1年間の報告を6月
末までに知事に提出

○

EA21の取組

自主努力義務、行政への協力 EA21の取組

使用済自動車の引渡義務

実地確認
産業廃棄物を委託して処理する事業者に対し、そ
の委託先の積替え保管又は中間処理若しくは最
終処分の施設を実地に確認する

〇

規制基準の遵守

指定家電（テレビ・冷蔵庫他）廃棄時の
リサイクル料金の支払 ―

第8条

―

第16条 第一種特定機器　自身での簡易点検実施 簡易点検の実施（3ヶ月に1回）

法
　
　
　
令

フロン排出抑制法
（フロン類の使用の合理化及び管理の適正
に関する法律）

静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する
条例

第10条

くい打機
（振動規制法の特定建設作業に準ずる） ―

○

―

―規制基準の遵守

○

廃棄物処理法
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

建設リサイクル法
（建設工事に係る資材の再資源化等に関す
る法律）

騒音規制法

振動規制法

道路交通法

自動車リサイクル法
（使用済自動車の再資源化等に関する法
律）

第71条
騒音に係る特定建設作業の実施の届出
（工事開始7日前）

鉄骨及び橋りょうの組み立て作業

○

―

第73条 使用済自動車の引き取り業者への引き渡し リサイクル料金の支払（廃車時） ―

第8条

設備された場所以外の乗車又は積載の禁止 ○

第70条 安全運転の義務 危害を及ぼさないような速度と方法で運転 ○

第55条

第15条 特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制） ○

○第3条の１

第14条 特定建設作業の実施の届出 くい打機 ○

第31条 技術管理者の設置（解体工事の監督） ○

第14条 特定建設作業の実施の届出
バックホウ（原動機定格出力80KW以上）を
使用する作業 ○

第16条 対象建設工事受注者の再資源化等の実施 ○

第12条

○第18条

第10条
対象建設工事の発注者又は自主施工者の
対象工事の届出

発注者に工事計画等を説明し
工事着手7日前までに市長に届出書を提出 ○

対象建設工事受注者の発注者への
届出事項の説明 ○

第5条 建設業者の責務 分別の励行、リサイクルの推進 ○

第9条
対象建設工事受注者又は自主施工者の
分別解体等の実施

解体工事-80㎡以上
新築・増築工事-500㎡以上
その他の工作物に関する工事
（土木工事等－500万円以上）

○

第14条第12項 産業廃棄物処理基準の順守 産業廃棄物収集運搬業者 ○

第12条の3第8項

第14条第1項 産業廃棄物の収集運搬業の許可 県知事の許可

○

○

第12条の3第2項 マニフェストの保管

第12条の3第１項

収集・運搬業者の管理票交付者へのマニフェスト返却

マニフェストの交付

マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管

○

第12条の3第6項

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管
・保管基準の遵守、保管場所の表示
（60cm×60cm　以上掲示）
・廃棄物の悪臭・飛散防止

○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

○

国土交通大臣に対する特定建設業の許可の申請 

一般廃棄物の収集運搬業者への委託処理 市条例の収集・処理基準の遵守 ○

○

○

処理業者と契約契約書の締結

マニフェスト交付状況の知事報告 6月末までに報告書提出

○

産業廃棄物の収集運搬業の許可等変更 県知事の許可 ○

第12条の3第7項

○

○

○

運搬又は処分業者からのＢ2（90日以内）,
D,E票（180日以内）の期間内返却

条項法令・条例

第6条の2第6項

遵守評価当社の適用及び対応

○

対象建設工事の元請業者による発注者への
特定建設資材廃棄物の再資源化工事等の完了報告

発注者への完了報告

遵守事項または規制基準

第15条

建設業法

運搬又は処分を委託する場合の処理基準の遵守

特定家庭用機器廃棄物の収集・運搬をする者
等への適切な引き渡し、料金の支払

○

管理票写しの送付がない時の適切な措置の実施

B1票の90日以内の送付等

車両等の使用者の義務 交通法規の遵守

第12条の3第3項

○

努
力

責
務

法
令 第5条

第一種特定製品廃棄等実施者の引渡義務

○環境基本法

自主努力義務、行政への協力地球温暖化対策推進法

改善勧告及び改善命令

家電リサイクル法
（特定家庭用機器再商品化法）

第72条

第88条

第８9条

改善勧告及び改善命令
静岡県生活環境の
保全等に関する条例

第41条

Ａ票、5年間保管

マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管

第25条第１項

フロン類の引渡し義務簡易点検の実施（3ヶ月毎）
記録は機器廃棄後3年間保管

特定施設の届出改善勧告及び改善命令 規制基準の遵守（指定地域・時間帯規制）

主任技術者の設置

第12条の3第6項

静
岡
県
条
例

第25条第2項 監理技術者の設置

乗車又は積載の方法

義
　
　
　
務

第6条

振動に係る特定建設作業の実施の届出
（工事開始7日前）

第12条第6項

第74条 

第14条の2
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◆ 事務所内では、環境負荷の軽減に結びつく活動や様々な取組を行っております。

ここで主な取組活動を紹介いたします。

◇ 安全運転・エコドライブの徹底（全車両）

◆ 社有車にハイブリッドカー・エコカーの導入し、エアコンの使用等のポップを掲示し周知徹底を

行っています。また車両は必要に応じてリース・レンタルを使用しています。

◇ 電気使用量の削減の徹底 ◇ クールビズ・ウォームビズの推奨

◆ 電気使用量のデマンド管理し、設定電力をオーバーしそうになると警告の電話が掛かってきます。

◇ 廃棄物排出量の削減

◆ 不要裏紙の再使用の徹底

◆ 段ボール・シュッレーダー裁断紙等のリサイクルの推進

◆ カン・ビン・ペットボトル・金属の分別によるリサイクルの推進

◇ 水使用量の削減

◆ ポップを使った節水の呼びかけ

水栓の交換（自動止水） 洗車機の更新

12.　当社の環境活動への取り組み
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◆ 当社では、「地域と共に未来を拓く」をスローガンに地域貢献活動を積極的に行っております。

ここで主な取組活動を紹介いたします。

●

天
ふじクリーンパートナー(富士ﾏﾘﾝﾌﾟｰﾙ進入路) 元吉原海岸クリーン作戦（大野町海岸）

令和5年6月5日 令和4年11月6日

現場付近の公園の清掃

◆ 当社では、社員の「やる気」がでる職場環境の推進を行っています。

ここで主な取組活動を紹介いたします。

◆ 工事表彰（１月・８月）

社員の「やる気」向上のため、年２回担当した全工事を評価し全社員の表彰を行いました。

◆ 全従業員より「環境標語」を募集し環境に対する意識付けを行いました。

金賞 「一人一人が意識する　小さな取組み　大きな成果」
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◆ 建設現場では、環境負荷の軽減に結びつく工事の提案や工法の選択を行いました。

ここで主な取組活動を紹介いたします。
●

天
◆ 高分子天然ガス圧接工法

環
境

●

新
圧
接

①LCA評価　 Co2「312㎏」の削減　　 削減率「100％」

◆ モバイルカメラ子ゾウAX

●

天
然

圧
接

◆ 低炭素合材

高分子天然ガス圧接工法は、従来のアセチレンガスを用いたガス圧接工法に替わり、環境にやさし
い天然ガスを用いることで環境負荷の低減を図った工法で本年は7件の現場で施工致しました。

本年度においてアセチレン圧接工事から天然ガス圧接工事又は高分子天然ガス圧接工事に変換
した結果Co2を下記の通り削減できました。

河川工事のゲリラ豪雨などでの水量状況
の変化や周辺の交通状況、現場の進捗
状況をリアルタイムに遠隔監視でき、また
事故対策、現場の防犯対策としてソー
ラー電源で設置出来る為、導入しました

〇吉原停車場吉原線橋梁耐震対策工事
（河合橋耐震補強工）

〇柏原南橋修繕工事

同混合物はアスファルト混合物の製造時に排出する二酸化炭素（ＣＯ２）を５０％削減する。製造
時の燃料や工場の稼働電力を再生可能エネルギーに変更し、同混合物製造に伴うＣＯ２排出量
を１トン当たり１６キログラム削減できる。1現場で使用しCO2を489ｋｇ削減することができた。

-15-



◆ SMART CONSTRUCTION Fleet

◆ 後付バックホウ３Dガイダンスシステム「スマートコンストラクション・レトロフィット」

◆ ペイロードメータ装着油圧ショベル

◆ 黒球式熱中症指数計「熱中アラーム」

油圧ショベルで掘削した土砂重量を計測しオペレータに表示する技術で、従来はトラックスケールを
用いたダンプトラックの重量管理で対応していた。本技術の活用によりトラックスケールが不要となるた
め、経済性の向上及び工程の短縮が図れる。

装着・携帯可能な黒球式熱中症指数計により作業
箇所毎の暑さ指数WBGTを判定し、アラーム音と数
値で注意喚起する技術。従来は現場事務所等に
設置されたWBGT計で対応していた。本技術の活
用により、局所的な暑熱環境を捉えることが可能と
なり安全性が向上する。

工事車両の動態管理(アラート機能付)を行うシステムで、従来は人による工事車両の通行把握および
口頭による指示を行っていた。本技術の活用により、工事車両の位置情報を一元管理しスマートフォ
ンで情報共有できるため、経済性及び安全性の向上が図れる。

クラウド型プラットフォームには、高精度現況測量による現況データ、設計データを更に蓄積
でき、情報化施工建機の日々の出来高出来形情報が蓄積されることにより施工進捗が自動
でわかり、施工シュミレーションを行うことができる。後付バックホウ3Dガイダンスシステム「ス
マートコンストラクション・レトロフィット」）などと連携させることにより、施工履歴情報を反映さ
せることで施工進捗の見える化が実現できる。
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13.　緊急事態の想定及び対応マニュアル

◆事故程度の分類及び確認

◆事故発生時の対応

事故発生時、現場責任者は「負傷者の救護・二次災害防止措置・緊急連絡・会社への連絡等」を行う。

◆事故発生時の連絡と行動フロー図

現場責任者は、

現場責任者は、

環境事故

無 有 無

現場外影響

無

入院・通院

火災
物損事故

（第三者・工事対象物）

現場内影響

分類

内容

現場外影響

有 無有

人身事故
（第三者・労災）

救急搬送

有 無

死亡事故

消防出動

現場責任者

有 無有 無

現場内影響

有

負傷者救護

二次災害防止措置

救急・消防等緊急連絡

事故発生

□状況確認の実施

□事故への緊急対応

◎物損事故場合は事故報告書の
作成。

人命優先で応急対策を実施し二次
災害の発生を防ぐ行動を必要に応
じて行う。

会社（部門責任者へ）

発注者（役所）

会社（総務室）

会社（常務取締役）

会社（代表取締役）

状況写真撮影・原因究明と対応策
調整等行う。

被害者の情報をしっかりと把握する
こと。

◎労災場合は公傷現認書及び再
発防止対策書の作成。
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14.　代表者による評価と見直し・指示

環境関連法規等の遵守状況 遵守できています

環境コミュニケーション ふじクリーンパートナー事業活動を継続して実施

④ 問題点の是正・予防処置

⑤ その他

有 無

有 無

有 無

第７４期から始めた「環境標語」の全社員からの募集を継続して行いました。

環境について社員一人ひとりが再確認する活動を実施致しました。

来期以降も継続して実施していきたいと思います。

環境経営目標の達成状況では、

事業所：「二酸化炭素排出量」「燃料使用量」「一般廃棄物」「水道使用量」「コピー用紙使用料」

建設現場：「二酸化炭素排出量」「電力使用量」「燃料使用量（ガソリン）」が

未達成でありました。

受注した工事内容により数値が大きく左右されてしまいますが、

目標値を達成するにはＳＤＧｓを含め、各自が常に「どうしたらよいか」を考え行動をして下さい。

実施日：2023年9月30日

評価者：代表取締役社長　 井  澤  省  史

2. 代表者による見直し

項　　　　目

□

環境経営目標
環境経営計画

■① 環境経営方針

②

変更の必要性 指示事項

1. 見直しに必要な情報（2022年10月～2023年 9月）

①

②

③

項　　　　目 確認：（必要に応じて評価・コメントの記載）

環境経営目標
環境経営計画及び取組結果

（事）6項目中5項目で未達成
（現）6項目中3項目で未達成

その他

□

3. 代表者による全体評価

③ □ ■

■
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